
 

 

第３回半田市立半田病院・常滑市民病院統合会議の結果等について 

 

議事 

事項 表決結果 

１ 診療統合部会における協議内容について 承認（全会一致） 

２ 経営統合部会における協議内容について 承認（全会一致） 

３ 収支シミュレーション及びシミュレーション結果について 承認（全会一致） 

 

議事に関する意見、要望 

 

＜須知雅史委員（要望）＞ 

（１） 現在、常滑市民病院は、新型コロナウイルス感染症に対する近隣地域における

臨床的対応の中心的役割を果たしている。市民、そして医療者として大変心強

く、また深く感謝している。今後も、救急対応を含め、新興・再興感染症に対

応できる機能を維持して頂きたい。 

（２） 統合時期である令和７年４月１日まで、常滑市民病院が独立した地域の中核病

院として、夜間を含めた救急医療、検査・手術・入院治療を含む専門医療等の

機能を充分に維持して頂きたい。 

 

 

＜榊原純夫委員（意見）＞ 

  （１）新型コロナウイルス感染症の影響などにより、収支シミュレーションよりマイナ

スになった場合、更なる財政支援が必要となる。このことについて、確実に行う

確約が必要ではないか。 

 

＜事務局回答＞ 

  （１）新型コロナウィルス感染症の影響により、両病院の医業収益はシミュレーション

より悪化していますが、両病院が最大限の経営努力を行っても、収支シミュレー

ションより状況が悪化する場合は、それぞれの設置市が経営統合に向けた支援

を続ける考えです。 

      なお、経営統合の条件として、それぞれの病院が単独でも地方独立行政法人を

設立するに足る財産的基礎を有していることと定め、財産的基礎を有しない場

合は、それぞれの設置市が支援を行うことを、両市で締結する協定書の中に明記

しております。 


